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                                                                    2015 年 12 月 20 日 NPO 法人「未来舎」会員 近藤吉信

１．はじめに

２０１５年４月２５日に M7.8(本震),５月１２日 M7.3(余震)の大地震に襲われたネパールの被災地支援の

ため，NPO 法人未来舎の HP を介して，（１）お渡しした相手の顔が見える寄付金(２)何よりも効果的と思

われた被災地現場訪問・サマヌブチ・ツアー(現地語：思いやりツアー)参加，をお願いした．貴重なご寄付

９０万１千円(内，５万円はネパール産コーヒーの販売収益)を携えて，５・８・９月の３回友人３人共々被災

地訪問した．１１月に４回目を企画したが，9 月以降，現地政情不安(燃料危機)が続き，２０年来の現地友

人 Niranjan から「今は来ないで!」と，キャンセルし明年に延期した．支援経過を報告する．

２．寄付金９０万１千円の使途

現地の被災者に直接又は上記 Niranjan と現地 NGO「Leaders」の事務局長・Mr.Dhiraj を介して，手渡

した事を，ご寄附いただいた全ての方々に，写真と共に報告した．尚，寄贈に当たり，Title は「Token of 
Sympathy」，寄贈元は「未来舎：Future for All」とご寄附者名をメモに連記した．

上記写真は，その１例で，首都 Kathmandu の 3 階自宅が完全倒壊・一家離散，５ヶ月後に仮設再建にこ

ぎ着けた住民．小学校２年生の娘の学費支援に 5 万円寄贈．１２月２３日早朝は，首都でも氷点下５度ま

で下がり，仮設生活住民の健康が心配されている．

従来，初外国からのネパール政府への寄付金は，其の殆が政府役人のポケットマネーと化するので，今

回の大地震支援寄付金は，政府を避けて，事情の知れた機関・セクターや NGO に渡されたと新聞など

が伝えているが，それでも，「現場・末端まで中々届かない」と喧伝されている．

３．サマヌブチ（思いやり）ツアー

ネパール大地震の首都圏の被災地や本震・余震震源地近傍の崩落村落を訪問し，現場で直接被災者

の話しに耳を傾けた事が，存外に喜ばれた．（２０１１年の東日本大震災後の支援活動でも，同様の経験）．

発展途上の車も通えぬ被災地に，同行いただいた方々の志に只々感謝．感動した．

３-１．支援訪問時期と同行者

３-１-１．第１回サマヌブチツアー：２０１５年５月７日〜１４日：７日間；被災地状況把握：同行者なし：M ７．３

の余震に旧いビルの乱立するバザール路地で遭遇，阿鼻叫喚の中を逃げ惑った．



３-１-２．第２回：余震が略収斂する３ヶ月後：７月３０日〜８月７日；８日間：旧職場友人親子２名が同行

３-１-３．第３回：８月３１日〜９月７日：８日間：高校友人１名が同行

３-１-４．第４回：１０月２９日〜１２日間：大學友人１名が同行予定：キャンセル：事情は深刻・後述する

３-２．訪問先地図：Central Nepal の①歴史遺産②首都圏の被災地③震源地近傍の村落

赤枠で示す．

（１）Kathmandu西部

（２）Kathmandu 近郊



（３）Kathmandu東方

3-3．復興の兆しについて

Kathmandu 首都圏は瓦礫処理が略・終了し，復興への道筋が見えるが，震源地近傍の村落は時間が

止ったままと感じた．．

3-3-1.首都圏：最大の被災地

（１）B ａｌａｊｕ Ｂｕｓ Ｐａｒｋ:2015-8;３ヶ月後の状況

（２）B ａｌａｊｕ Ｂｕｓ Ｐａｒｋ:2015-9; ４ヶ月後の状況：倒壊したビル群が撤去され，更地状態に均され，今後，

再建復興が進む様子が伺われる



3-3-2.首都圏：歴史遺産；Ｋａｔｈｍａｎｄｕ王宮広場の状況

　　　　　　　　（1）大地震（２０１５４−２５）前：Ｉｎｔｅｒｎｅｔより

                               （2）    地震直後：Ｉｎｔｅｒｎｅｔより



（３）２０１５−９−６　４ヶ月後：再建用の櫓が組まれ，日本の修復・復興建築技術が期待されている

3-3-3．山岳丘陵地の状況：本震震源地近傍Ｄｈａｄｉｎｇ－Ｄｉｓｔｒｉｃｔ　Baireni-Ｐａｌａｎｇ村：9 月 3 日訪問
　Ｓｕｎｓｅｔ Ｖｉｅｗ Ｈｏｔｅｌの従業員Ｍｒ．Ｐａｒａｓｈｕｒａｍの生まれ故郷，首都カトマンヅから西へ約４０ｋｍ，Ｂａｉｒｅｎｉ
（バイレニ）Bazzar まで，車で２時間，Ｐａｌａｎｇ村までは徒歩，１時間，６７７戸が１００％倒壊．村民１６００名は農作
業中で，地震による死者はなかったが，僻地につき，救援はなかったとのこと．トタン屋根の仮設住宅に親族一
同が，片寄せあって，共同生活している．Ｐａｒａｓｈｕの義兄（姉の旦那）がまとめ役．ネパール茶とネパール豆料理
で大歓迎を受けた．

（１）Ｐａｒａｓｈｕの生家，中央がトタン張りの仮設住宅．

（２）仮設の寝床，ベッド数１２．　　　　　　　　　　　　（３）豆料理：美味かった！



 

         (4)Palang 村の皆さんと交流

３-３-４．余震震源地近傍の Panchikhel 地方の農村部落状況：Judi 村の 3 ヶ月後；

（１）時間が止ったまま？



（２）トタン屋根とテントの仮設住宅

（３）住民がが木成りの大きなドリアン味の果実（Jack-Fruit)を振る舞ってくれた：美味かった！



（４）嫁ついできて以来，村をでたことがないという屈託ない 80歳の仲良しおばあちゃんたちと懇談



４．２０１５年１２月 Nepal の現状

２００８年王制が倒れ，以降，ネパー王国（立憲君主国家：モナーキ）からネパール連邦民主共和国へと民

主化路線を歩んできた．民主化直後，民主国家としての新憲法が創案されたが，紆余曲折の末，２０１５年８

月に８州制で政党間の合意を得た筈の全国区割りは，同年９月，７州制に改変・議会承認され発布を迎え

た．改変に当たり聾桟敷に置かれた Madeshi・Tharu なるインド系民族が，民族が分断されることを理由に

猛反撥，インド政府と結託して，インド/ネパール国境・タライ平野に点在する国境 Checkpoint を封鎖．

Gasoline，軽油，LPG，医療品・薬品など 100% インドからの輸入に頼っている特に首都 Kathmandu を兵糧

攻めにして３ヶ月．諸外国の懸念は内政問題ゆえに進展せず，政情不安は悪化の一途で混迷常態化して

いる．来日している Prakash によれば，物価が３〜５倍に上昇，ガソリン￥１２０/L が￥５００とのこと．

４-１．最近の現地情報
2015-12-3 定宿HSSV の紘子女将から
ここは、お客さんは結構いますがほとんどが JAICA の仕事関係の人たちです。トレッキング客も少しは来ました
がもう殆ど帰りました。今はツーリストは全くいません。
燃料に困っていますが、薪小屋を用意して蕎麦関係は薪でやっています。庭の枯れ木を切り、いらない樹を切っ
ています。今日もかなりの薪を用意しました。
いつ解決するともわからない状況なのでなるべく燃料はセーブしないとなりません。しかし、インドとも面倒な話
になっていますのでこれから一体どうなるのか？全く不明です。困ったことです。
主人の親族が亡くなり，私たちも来春までの 1 年間は喪に服し、お祝い事には一切出てはいけないルールにこ
の国も，なっています。
年賀状もお祝い事になるので今年は止めようと考えてはいますが、プライベートと商売とをどう考えたらいいの
か？？、、と悩んでいますがどうしようかしら、、。、、、とそんなところです。
ここも今のところ暖冬で例年よりは暖かいです。
停電も多くなり、電気も活用できないとなると踏んだり蹴ったりで一体どうしたらいいのか、、。
このまま暖かでいてほしいですが、今日明日雨の予報なので雨になると山は雪ですのでここも寒くなるし、、やは
り寒くなるのでしょう。
それでは、いくら愚痴をこぼしてもどうにもならないので、いつもの「どうにかなるわよ、、」の姿勢で行こうと思って
います。 では、ひろこ
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露店も薪で調理．何時もは LPG．

2015-12-2 Bremen のメル友おばちゃん
Dear Kondo,
yesterday I came back from Nepal. The marriage ceremony in Banepa was very
nice and I could use with Hom, the former driver in Naurikot, the jeep. The
black market makes it possible to buy fuel, but it is very expensive.



Now I have to get used to German time, cold climate etc. again.
With best regards   Cornelia

2015-12-7 Kathmanduの Niranjan情報

Dear Kondo San,

NAMASTE !

Yes,I am still walking 4 hours a day and also getting healthier,getting slim. I 
also swear not to use gasoline even if it is easily available. I will
buy electric scooter,it is not available in the market now. All sold out.
Condition in Nepal is getting worse day by day. Gasoline is no problem for house
hold but most of the factories are closed. Hospitals have the same problem. 
Because of load shedding (Power cut )．They have to use generators.
Restaurants ,tea houses and most of the people are using wood to cook food.
We are lucky because of the earthquake we have enough wood from the collapsed 
houses.

２０１５-１２-１９
The Himalayan Times
Madeshi は話し合いさえ拒
否?

４-２． インドとの国境地帯、ネパール南部ビルガンジで滞留するトラック

４-３．給油を待つ車列 ２０１５-１１-１５



４-４．民族分布図：110 を超える民族が，各District に混住していると言う．シェルパは民族の名前で，山岳ガイ
ドとは必ずしも言えない．（２０１４年国勢調査より）

４-５．新憲法以前の２０１５年の全国区割：５地域（Region：極西・中西・西・中央・東の各ネパール）)に縦割りさ
れている



４-６．新憲法区割り案：縦/横割りに変更，分断される民族が予想される．尚，新憲法発布に至る経緯が，

http://www.karma99.com/2015/04/proposed-federal-structures-of-nepal.html に詳述されている．

５．今後の交流支援について

Madeshi や Tharu 民族の国境妨害は現政府に対する積年の恨み/辛みの言い掛りのようにも伺えるが，

http://www.karma99.com/2015/04/proposed-federal-structures-of-nepal.html


（１）技術先進国の日本の技術支援と現地訪問・観光（２）資金支援：現地生産物（Organic-Coffee等）の日

本販売・収益金を寄贈，（３）NPO      法人あみあみクラブとの協業の３項を体力・金力次第で，可能な限り続

けたいが．当面の Fuel-Crisis石油危機・解決が大前提．

５-１．あみあみクラブの紹介とお願い

日本の高齢者がアクリル毛糸を使って食器洗い（手洗も可）タワシ（洗剤不要/少量の水）を作り，発展途上

国（タイ/ミャンマー/インド等）の主婦・子供たちに配布している．今回ネパールの被災地の学校/家庭（今で

” ”も油皿洗いに 灰 を使っている）に２００個ほど配布した．明年も続ける予定．発展途上国を旅行予定の

方々に配布のご協力                                                            が得られれば，幸甚です．連絡お待ちします．
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